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俳 

句

 

矢
場 

高
田
み
つ
子

本
を
読
む
手
よ
り
眠
れ
る
炬
燵
か
な

 

持
田 

岡
本
　
千
寿

臨
書
す
る
文
字
の
び
や
か
に
春
隣

 

藤
原
町 

斎
藤
雄
次
郎

白
鳥
の
飛
び
立
つ
前
の
二
十
余
歩

 

下
忍 

荒
井
　
王
子

相
槌
を
程
良
く
う
っ
て
花
談
義

 

忍 

伊
藤
　
誠
一

雪
降
る
や
神
に
繋
が
る
石
畳

 

埼
玉 

荻
原
　
増
夫

赤
城
山
跨
い
で
来
た
る
雪
の
雲

 

荒
木 

髙
澤
よ
ね
子

く
ち
な
し
に
染
め
て
大
根
漬
け
あ
が
る

 

城
南 

橋
本
千
枝
子

生
か
さ
れ
て
浮
世
の
隅
で
日
向
ぼ
こ

 

棚
田
町 

春
田
　
枕
流

事
務
机
少
し
乱
れ
て
六
日
か
な

○ 
俳
句
応
募
方
法　
一
人
３
句
以
内
。
毎
月
５
日
ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、
は
が
き
・
封
書
で
広
報
広
聴
課
。
な
お
、
一
部
添
削
し
て
掲
載
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
不
要
で
あ
れ
ば
「
添
削
不
要
」
と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

 

富
士
見
町 

鈴
木
ス
イ
子

独
り
居
の
母
恋
ふ
夜
の
葛
湯
か
な

 

南
河
原 

今
村
　
文
女

俳
諧
は
心
の
伴
侶
兜
太
の
忌

 

荒
木 

野
口
　
利
夫

大
﨔
膨
ら
む
木
の
芽
天
を
突
く

 

西
新
町 

澤
田
　
信
一

立
春
や
迷
ひ
の
便
り
届
き
け
り

 

城
西 

青
木
　
洋
子

初
み
く
じ
家
の
大
吉
孫
を
さ
す

 

忍 

大
澤
　
由
子

き
び
し
さ
に
耐
へ
来
し
紅
の
梅
香
る

 

持
田 

荻
原
　
義
久

寒
雷
や
遥
か
彼
方
に
あ
る
故
郷

 

棚
田
町 

深
野
美
智
子

仏
壇
に
蝋
梅
供
え
灯
り
と
す

 

持
田 

園
部
　
貞
雄

老
齢
の
今
年
限
り
と
い
う
賀
状

 

（
三
沢
　
一
水
　
選
）

私
の
作
品

▼
日
時
　
3
月
27
日
㈮
午
前
10
時
〜

11
時
※
雨
天
中
止　
▼
場
所
　
大
長

寺
忍
川
側
あ
ず
ま
や
付
近　
▼
内
容
　

忍
川
栄
橋
か
ら
旭
橋
ま
で
の
６
０
０

メ
ー
ト
ル
区
間
の
ご
み
を
拾
い
、
環

境
美
化
活
動
を
行
う
。　
▼
そ
の
他
　

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
長
靴
や
運
動

靴
な
ど
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
軍

手
、
タ
オ
ル
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
配
布

し
ま
す
。　
▼
問
　
行
田
市
民
大
学

同
窓
会
忍
川
環
境
を
見
守
る
会
小
林

☎
０
８
０
―
１
０
９
５
―
３
７
６
４

▼
日
時
　
3
月
22
日
㈰
午
前
9
時
〜

午
後
4
時
（
午
前
と
午
後
の
部
2
回

実
施
）
※
小
雨
決
行
（
荒
天
中
止
）　

▼
場
所
　
古
代
蓮
の
里
、
古
代
蓮
会

館　
▼
内
容
　
某
テ
レ
ビ
局
で
放
送

の
人
気
番
組
を
古
代
蓮
の
里
で
再
現

し
た
鬼
ご
っ
こ
バ
ト
ル
（
制
限
時
間

逃
げ
切
っ
た
方
に
は
景
品
を
贈
呈
）　

▼
対
象
　【
逃
走
者
】
小
学
3
年
生

以
上
【
ハ
ン
タ
ー
】
中
学
生
以
上　

▼
定
員
　【
逃
走
者
】
午
前
と
午
後

の
部
各
30
人
（
先
着
順
）【
ハ
ン
タ
ー
】

午
前
と
午
後
の
部
各
3
人
（
先
着

忍
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

古
代
蓮
の
里
で
た
だ
い
ま
逃
走
中
！

〜
逃
げ
て
・
逃
げ
て
・
逃
げ
ま
く
れ
〜

▼
日
時
　
3
月
15
日
㈰
午
前
10
時
開

演　
▼
場
所
　
総
合
福
祉
会
館
「
や

す
ら
ぎ
の
里
」　
▼
内
容
　
人
形
劇

「
か
さ
じ
ぞ
う
」「
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の

木
」
の
上
演
、
歌
と
手
遊
び
、
手
品

な
ど　
▼
参
加
無
料
　
▼
主
催
　
こ

ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会　

▼
後
援
　
行
田
市
教
育
委
員
会　
▼

問
　
行
田
お
や
こ
劇
場
☎
０
９
０
―

４
２
０
９
―
６
０
４
６

▼
日
時
　
3
月
28
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分　
▼
場
所
　
児
童
セ

ン
タ
ー
遊
戯
室　
▼
内
容
　
立
正
大

学
生
ら
に
よ
る
人
形
劇
や
紙
芝
居
な

ど　
▼
定
員
　
50
人　
▼
参
加
無
料
　

▼
そ
の
他
　
未
就
学
児
は
保
護
者
の

付
き
添
い
が
必
要　
▼
申
・
問
　
同

セ
ン
タ
ー
☎
５
５
４
―
５
７
０
６

第
26
回

こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ふ
れ
あ
い
人
形
劇

▼
日
時
　
４
月
12
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
4
時　
▼
場
所
　
水
城
公
園
周

辺　
▼
内
容
　
各
種
催
し
、
行
田
大

茶
会
（
先
着
順
、
茶
菓
子
が
な
く
な

り
次
第
終
了
）
な
ど　
▼
問
　
行
田

市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
・
内

線
３
８
２
）

▼
日
時
　
3
月
16
日
㈪
午
後
0
時

20
分
〜
0
時
50
分　

▼
場
所
　
市

役
所
玄
関
ロ
ビ
ー　

▼
曲
目
（
予

定
）　「
早
春
賦
」、「
花
」
他　
▼
出

演
　
行
田
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
協
会　
▼

問
　
改
革
推
進
室
（
内
線
３
２
８
）

イ
ベ
ン
ト

行
田
春
ま
つ
り

市
役
所
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

順
）　
▼
参
加
費
　
1
回
５
０
０
円

（
保
険
料
お
よ
び
古
代
蓮
会
館
入
館

料
を
含
む
）　
▼
そ
の
他
　
運
営
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
（
追
加

の
ハ
ン
タ
ー
と
し
て
出
場
す
る
場
合

あ
り
）。
※
参
加
無
料
、
昼
食
代
支

給　
▼
申
　
3
月
1
日
㈰
か
ら
二
次

元
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。　
▼
問
　
レ
・
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
Ｇ
ｙ
ｏ
ｄ
ａ
☎
０
８
０

―
２
１
０
９
―
９
７
５
９
【
Ｅ
メ
ー

ル
】recgyoda@

gm
ail.com

大
正
・
昭
和
の
繪え

本
と
マ
ン
ガ

▼
日
時
　
3
月
3
日
㈫
〜
31
日
㈫
午

前
9
時
〜
午
後
3
時
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）　

▼
場
所
　
武

蔵
野
銀
行
行
田
支
店
ロ
ビ
ー
（
行
田

4
―
５
）　
▼
内
容
　
子
供
た
ち
に

夢
を
語
っ
た
絵
本
や
漫
画
の
展
示
会

大
正
ロ
マ
ン
絵
封
筒
展

▼
日
時
　
3
月
3
日
㈫
〜
31
日
㈫
午

前
9
時
〜
午
後
6
時
※
土
曜
日
は
午

後
1
時
ま
で
（
木
・
日
曜
日
、
祝

街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

日
を
除
く
）　
▼
場
所
　
ミ
キ
薬
局

埼
玉
行
田
店
（
佐
間
1
―
27
―
3
）　

▼
内
容
　
大
正
時
代
に
ブ
ー
ム
と

な
っ
た
木
版
色
刷
で
絵
や
図
柄
が
あ

し
ら
わ
れ
た
和
風
封
筒
な
ど
を
展
示

い
ず
れ
も

▼
問
　
栗
原
☎
０
９
０
―
１
５
３
５

―
４
４
６
０

▼
日
時
　
毎
月
第
1
・
3
日
曜
日
の

午
前
9
時
〜
11
時
※
第
1
回
は
4
月

12
日
㈰　
▼
場
所
　
行
田
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ　
▼
内
容
　
走
る
跳
ぶ
な

ど
の
陸
上
運
動
の
基
本
を
学
ぶ　
▼

対
象
　
小
学
生　

▼
定
員
　
80
人　

▼
費
用
　【
入
会
金
】
2
千
円
【
月

額
】
５
０
０
円　
▼
主
催
　
行
田
市

陸
上
競
技
協
会　
▼
申
　
4
月
12
日

㈰
午
前
9
時
〜
11
時
に
直
接
行
田
グ

リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　
▼
問
　
同
協
会

大
嶋
☎
５
５
６
―
０
９
８
３
ま
た
は

森
☎
５
５
４
―
６
６
１
５

講
座
・
教
室

小
学
生
陸
上
運
動
教
室

【応募フォーム
 リンク用二次元
 バーコード】

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

会社プロフィール

代表取締役　後藤 安男
【事業内容】 足袋製造・販売
【所在地】 佐間2―18―16

後藤足袋有限会社
　
昨
年
11
月
、
行
田
市
で
製
造
さ
れ
る
「
行
田

足
袋
」
が
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
、
話
題

と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
創
業
77
年
を
迎
え

る
後
藤
足
袋
有
限
会
社
を
紹
介
し
ま
す
。

　
昭
和
18
年
、
先
代
の
後
藤
又
二
さ
ん
が
大
手

足
袋
メ
ー
カ
ー
の
協
力
工
場
と
し
て
足
袋
製
造

を
は
じ
め
、
昭
和
28
年
に
は
後
藤
足
袋
有
限
会

社
を
設
立
し
ま
す
。

　
息
子
の
安
男
さ
ん
は
昭
和
46
年
に
2
代
目
と

し
て
後
藤
足
袋
有
限
会
社
に
入
社
。「
先
代
の

働
く
姿
を
子
ど
も
の
頃
か
ら
側
で
見
て
育
ち
ま

し
た
が
、
い
ざ
工
場
を
手
伝
う
と
な
る
と
、
仕

事
の
手
順
を
覚
え
る
の
と
工
場
を
切
り
回
す
の

で
手
一
杯
、
夜
遅
く
ま
で
働
き
っ
ぱ
な
し
で
し

た
」
と
安
男
さ
ん
。
先
代
か
ら
受
け
継
い
だ
会

社
や
長
年
に
わ
た
っ
て
働
く
社
員
の
た
め
に
ひ

た
す
ら
仕
事
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。

　

足
袋
の
製
造
を
続
け
て
い
く
中
で
、
映
画

『
の
ぼ
う
の
城
』
で
行
田
市
が
注
目
さ
れ
る
と

土
産
物
の
中
で
も
足
袋
に
注
目
が
集
ま
り
ま

す
。
こ
の
頃
か
ら
安
男
さ
ん
は
「
観
光
客
が

せ
っ
か
く
増
え
て
い
る
の
だ
か
ら
、
行
田
を
訪

れ
る
方
々
に
足
袋
製
造
業
者
と
し
て
何
か
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
と
き
、
市
内
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
販
売

会
社
の
社
長
か
ら
「
都
内
の
女
性
が
、
お
し
ゃ

れ
な
足
袋
を
探
し
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
を
ヒ

ン
ト
に
、
出
来
上
が
っ
た
の
が
柄
足
袋
で
し

た
。
販
売
し
た
と
こ
ろ
、
も
の
珍
し
さ
も
相

ま
っ
て
観
光
客
を
中
心
に
好
評
を
得
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
行
田
が
舞
台
と
な
っ
た
小
説
・
ド

ラ
マ
『
陸
王
』
で
足
袋
そ
の
も
の
に
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
が
当
た
る
と
、
安
男
さ
ん
は
「
感
動
で

き
る
よ
う
な
履
き
心
地
の
良
い
足
袋
を
作
り
た

い
」
と
、
セ
ミ
オ
ー
ダ
ー
の
足
袋
を
作
る
こ
と

を
思
い
つ
き
ま
し
た
。「
市
内
観
光
で
訪
れ
た

方
に
、
最
初
に
工
場
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら
い
、

足
袋
の
生
地
と
サ
イ
ズ
を
選
ん
で
も
ら
い
ま

す
。
観
光
し
て
い
る
間
に
完
成
さ
せ
て
お
く
こ

と
で
、
行
田
を
訪
れ
た
楽
し
い
思
い
出
と
と
も

に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
え
た
ら
」
と
笑
顔
を
見
せ

ま
す
。
製
作
に
は
、
埼
玉
県
伝
統
工
芸
士
に
認

定
さ
れ
た
娘
の
来
栖
智
香
子
さ
ん
が
携
わ
り
ま

す
。「
既
製
品
だ
と
足
に
フ
ィ
ッ
ト
し
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
柄
も
指
定
で
き
履

く
人
の
足
に
合
っ
た
満
足
の
い
く
も
の
を
作
り

ま
す
」
と
熱
意
を
も
っ
て
製
作
に
取
り
掛
か
っ

て
い
ま
す
。
自
分
だ
け
の
足
袋
を
作
っ
て
ほ
し

い
と
生
地
を
持
ち
込
む
方
も
い
ま
す
。

　
「
昔
は
市
内
の
路
地
に
入
る
と
当
た
り
前
の

よ
う
に
ミ
シ
ン
の
音
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
足
袋

の
製
造
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
今
、
行
田

の
一
足
袋
製
造
業
者
と
し
て
、
誇
れ
る
伝
統
的

工
芸
品
を
作
り
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
決

意
を
語
る
安
男
さ
ん
。
真
摯
に
取
り
組
む
そ
の

姿
勢
は
、
こ
れ
か
ら
も
行
田
足
袋
の
伝
統
を
受

け
継
い
で
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

機会を捉えたオリジナルの足袋作りを


